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提出期限の遵守 財務諸表及び添付書類の当該事業年度終了後3ヶ月以内の提出

（法第34条）

4月1日から翌年3月31日（法第32条） ○ 整合性を確認した。

重要な会計方針、表示科目、注記等の遺漏の確認 ○
明らかな遺漏は見当たらな
いことを確認した。

合計等の基本的な計数の整合 ○
基本的な計数が、整合して
いることを確認した。

主要表と附属明細書、その他書類間の整合 ○
主要表との数値が、整合し
ていることを確認した。

監査報告書 考慮すべき監事監査報告の確認（法第34条2）

監事の設立団体の長への監査報告提出（法第13条）

その他 ○
短期借入金等の限度額超過
がないことを確認した。

短期借入金の限度額超過の有無（法第41条）

財務諸表の確認

提出書類

すべての必要な書
類の提出（法第34
条及び東大阪医療
センターの業務運
営並びに財務及び
会計並びに人事管
理に関する規則第
10条）

財務諸表の整合 事業年度の整合性
「地方独立行政法
人会計基準」の整
合（法第33条）

監事の監査

財務諸表　確認事項 確認状況

財務諸表
（貸借対照表、損益計算書、利益の処分又は損失の処理に関する
書類、キャッシュ・フロー計算書、行政サービス実施コスト計算
書及びこれらの附属明細書）
添付書類
（事業報告書、決算報告書、監事の意見書）

考慮すべき報告は無かった
ことを確認した。

〇

6月30日に提出されたことを
確認した。

全て提出されたことを確認
した。

○

〇
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(単位 千円)
①令和元年度 ②令和2年度 ③令和2年度 ③-② ③-①

決算 予算 決算 予算・決算比較 決算比較

営 業 収 益   (A) 17,184,874 17,894,842 18,664,050 769,208 1,479,176

医業収益 16,293,753 17,016,521 16,294,988 ▲721,533 1,235

入院収益 11,308,433 11,886,225 11,149,123 ▲737,102 ▲159,310

外来収益 4,577,601 4,738,500 4,814,630 76,130 237,029

その他医業収益 407,719 391,796 331,235 ▲60,561 ▲76,484

運営費負担金収益 810,018 787,000 835,727 48,727 25,709

その他営業収益 81,103 91,321 1,533,335 1,442,014 1,452,232

営 業 費 用  (B) 16,638,684 17,568,230 17,445,396 ▲122,834 806,712

給与費 8,495,083 8,861,495 8,944,656 83,161 449,573

給与費（退職給付費用除く） 8,210,995 8,542,308 8,617,314 75,006 406,319

退職給付費用 284,088 319,187 327,342 8,155 43,254

材料費 4,471,052 4,795,333 4,792,954 ▲2,379 321,902

薬品費 2,534,690 2,643,331 2,618,025 ▲25,306 83,335

診療材料費 1,906,771 2,139,602 2,149,733 10,131 242,962

その他材料費 29,591 12,400 25,196 12,796 ▲4,395

経  費 2,557,804 2,726,662 2,565,641 ▲161,021 7,837

委託料 1,454,989 1,610,566 1,471,769 ▲138,797 16,780

賃借料 147,386 161,288 142,911 ▲18,377 ▲4,475

報償費 330,237 326,000 407,653 81,653 77,416

光熱水費 280,684 303,000 255,087 ▲47,913 ▲25,597

その他経費 344,508 325,808 288,221 ▲37,587 ▲56,287

減価償却費 1,058,945 1,092,839 1,107,543 14,704 48,598

研究研修費 55,800 91,901 34,602 ▲57,299 ▲21,198

546,190 326,612 1,218,654 892,042 672,464

営 業 外 収 益   (D) 273,268 232,803 212,204 ▲20,599 ▲61,064

運営費負担金収益 121,982 111,000 108,308 ▲2,692 ▲13,674

その他営業外収益 151,286 121,803 103,896 ▲17,907 ▲47,390

営 業 外 費 用   (E) 973,620 541,996 1,000,726 458,730 27,106

支払利息 182,003 168,553 161,497 ▲7,056 ▲20,506

控除対象外消費税 725,131 352,443 787,040 434,597 61,909

その他営業外費用 66,486 21,000 52,189 31,189 ▲14,297

経 常 収 益 (A)+(D) (F) 17,458,142 18,127,645 18,876,254 748,609 1,418,112

経 常 費 用 (B)+(E) (G) 17,612,304 18,110,226 18,446,122 335,896 833,818

経  常  損  益  (F)-(G)  (H) ▲154,162 17,419 430,132 412,713 584,294

臨 時  利 益        (I) 93,631 0 40,152 40,152 ▲53,479

臨 時  損  失        (J) 93,107 0 154,998 154,998 61,891

純 損 益      (H)+(I)-(J) ▲153,638 17,419 315,286 297,867 468,924

営 業 損 益 (A)-(B)  (C)

令和２年度 市立東大阪医療センター 決算概要
令和２年度の決算は、新型コロナ感染症の影響で入院患者数等の減はあったものの、
診療報酬上の臨時的取扱いによる単価UP、外来におけるPCR検査実施等により、令和

元年度並みの医業収益を確保できた。コロナ禍において全職員が一丸となって
コロナに対応した結果、多額のコロナ関連補助金等を確保できたことから、地独
法化以降、最大の経常利益4億3,013万円となった。
純利益については、昨年度の改修工事のうち、撤去工事の費用化による過年度損益
修正損もあり、3億1,528万円となった。

決算・予算額比較
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１ 経 常 損 益

＜経常損益の推移＞
（単位 百万円）

（単位 百万円）

※H30年度は、退職給付費用の影響を加味すると約2億8,000
万円の赤字と考えられる。

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R1 R2
(参考）
R2予算

経常収益 13,914 14,240 15,023 16,086 17,458 18,876 18,128

経常費用 14,451 15,145 15,776 16,060 17,612 18,446 18,110

経常損益 ▲ 537 ▲ 905 ▲ 753 26 ▲ 154 430 18

（参考）



2 医 業 収 益
① 入院収益

② 外来収益

＜入院・外来収益の推移＞ （単位 百万円）

※ 新型コロナの影響により入院患者数は一定程度減少したが、コロナ患者を受け入れつつ地域の
基幹病院としてコロナ以外の急性期医療継続に取り組み、患者数の減少を最小限に抑えたこと、
コロナにかかる診療報酬の臨時的取扱等により単価は7万円を超え、入院収益の減は1億5,900
万円台に留まった。

※ 特に年度初めは新型コロナの影響による受診控えもあり、外来患者数は一定程度減少したが、
約10,400件のPCR検査の実施等により、外来収益は2億3,700万円の増加となった。

H27 H28 H29 H30 R1 R2
（参考）
R2予算

入院収益（千円） 8,617,753 8,944,258 9,699,749 10,340,015 11,308,433 11,149,123 11,886,225

患者数（人/日） 434.2 443.5 463.9 469.9 489.5 436.3 501.0

利用率（％） 79.4 81.1 84.8 85.9 91.4 83.9 96.3

単価（円） 54,226 55,252 57,289 60,293 63,126 70,008 65,000

H27 H28 H29 H30 R1 R2
（参考）
R2予算

外来収益（千円） 3,837,923 3,870,614 3,904,373 4,222,970 4,577,601 4,814,630 4,738,500

患者数（人/日） 1,013.5 987.0 962.6 976.6 1,000.5 922.4 1,000.0
単価（円） 15,020 15,583 16,623 17,722 18,906 21,480 19,500



3 営 業 費 用
① 給与費 8,945百万円（ + 450百万円）

② 材料費 4,793百万円（ + 322百万円）

③ 経 費 2,566百万円（ + 8百万円）

④ 減価償却費 1,108百万円（ + 49百万円）

＜営業費用の推移＞
（単位 百万円）

※（ ）は対前年度比の数値

【参考】 4月1日現在正職員数（専攻医含む）
H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
661 682 700 717 779 838 864

対前年増減数 21 18 17 62 59 26

（参考）



4 医業収益対各費用比率
① 対 給与費 54.9％（ + 2.8ポイント）

② 対 材料費 29.4％（ + 2.0ポイント）

③ 対 経 費 15.7％（ ± 0.0ポイント）

＜医業収益対各費用比率の推移＞
※（ ）は対前年度比の数値

＜参考 上記材料費の内訳＞

（参考）

（参考）



5 現預金残高

① 業務活動によるキャッシュフロー + 1,279百万円

② 投資活動によるキャッシュフロー + 431百万円

＜年度末現預金残高の推移＞

③ 財務活動によるキャッシュフロー ▲ 1,514百万円

①＋②＋③ 現預金増加額 + 196百万円

＜キャッシュフロー計算書＞

令和２年度末 現預金残高 2,578百万円（＋196百万円）

（単位 百万円）



６ 運営費負担金、補助金等

【主なコロナ関連運営費負担金・補助金等の内訳】
Ⅰ 空床補償等（1,126百万円）

空床補償費1,113百万円、消毒経費2百万円、分娩前PCR検査助成金7百万

Ⅱ 慰労金・手当等 （619百万円）
慰労金297百万円、年度末特別手当支給232百万円、QUOカード42百万円、
特勤手当19百万円、宿泊補助1百万円

Ⅲ 建物整備（9百万円）
救急外来自動扉4百万円、小児発熱外来自動扉4百万円

Ⅳ 機器整備（352百万円）
CT62百万円、外来運用改善50百万円、ﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙXP22百万円
（その他、モニター、人工呼吸器など多数の機器整備実施）

（千円）

〔参考〕コロナ関連補助金等確保状況(通常の運営費負担金除く）

（百万円）

慰労金を含め

約21.4億円
のコロナ関連補助金等を確保

コロナ その他 ①計

補助金 1,765,240 53,324 1,818,564 71,161 1,747,403

助成金等 7,831 20,760 28,591 22,327 6,263

運営費負担金 30,496 1,959,657 1,990,153 1,819,000 171,153

収入計上額 1,803,567 2,033,741 3,837,308 1,912,489 1,924,819

【別掲】
慰労金とQUOカード等
（収入計上なし）

339,175 0 339,175 0 339,175

R2年度
②R1年度 ①-②





令和３年８月 日

東大阪市長 野田 義和 様

地方独立行政法人

市立東大阪医療センター評価委員会

委 員 長  津 森  孝 生

職務代理者  塩 尻  明 夫

委   員  北 野  恵 子

委   員  喜 馬  通 博

委   員  高 橋  弘 枝

委   員  田 中  崇 公

委   員  米 山  隆 夫

意  見  書

令和２年度地方独立行政法人市立東大阪医療センターに係る財務諸表について、地方独

立行政法人市立東大阪医療センター評価委員会条例第２条第１項第４号の規定に基づく当

評価委員会の意見は、下記のとおりです。

記

 財務諸表の内容について、特に申し述べる意見はありません。 
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